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四
国
に
分
け
て
納
入

一
期
分
は
4
月
例
日
ま
で
に

の

付

税

送

昭
和

ニ
十
一
@
徴
税
令
書
は
年
函
発
行
し
ま

壷

を

四

年
度
国
一
す
の
で
紛
失
し
た
り
、

ょ

g

d
厄

L
F
Z

定
資
産
税
一

な
い
よ
う
に
大
切
に
保
管
し
て

告

二

宮

徴
税
喜

一
く
だ
さ
い
。

リ

ー

一

令

を
町
章
一

;

h
E
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@
納
期
は
四
期

(年
税
額
-ニ
百
九

E
;
z
f

i
z-
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一

十
円
以
下
は

一
期
)
に
分
か
れ

国

徴

…
労

弓

一

て
い
ま
す
の
で
各
納
期
限
ま
で

i

;
・i
-

に
必
ず
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

大村市政だより

固
定
資
産
税
の
納
期

四
月
十
五
日
か
ら
同

第
一
期

月
三
十
日
ま
で

第
二
期

六
月
十
五
日
か
ら
同

月
三
十
日
ま
で

第
三
期

第
四
期

(毎月 1日.10日.20日発行)

犬
の
登
録
と
注予

射防

。土佐、建物、船軍その他の不動産に関

ずる証明(五 十円)

J ご i存じLで

。営業、転業に関する証明(五 十円)

。雨傘を永持ちさせ る注意=使用後はす

立てかけるよう注意します。

国
際
農
友
会
で

会

員

を

募

集

中

業
技
術
者
の
交
歓
や
渡
航
の
あ

っ
せ
ん
な
ど
を
す
る
も
の
で
、

畏
崎
県
支
部
は
三
十
一
年
四
月

発
足
し
、
そ
の
後
昭
和
三
十
二

年
度
ま
で
に
四
十
五
名
が
本
県

か
ら
派
米
さ
れ
て
お
り
、

大
村

市
か
ら
は
赤
川
克
之
(
平
小
川

郷
)
福
田
久
光
(
陰
卒
郷
)
の

両
君
が
派
米
中
で
す
。(

農
林
課
)

国
際
農
友
会
長
崎
県
支
部
で
は

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
入
会

希
望
の
人
は
早
め
に
農
林
課
ヘ
申

出
て
く
だ
さ
い
。

困
際
農
友
会
と
は
昭
和
二
十

七
年
一
月
設
立
さ
れ
、
農
業
生

産
を
増
大
す
る
た
め
各
国
の
痩

遺
族
年
金
や
弔
慰
金
の
請

¥求
は

4
月

ω日
ま
て
延
期

遺
族
年
金
や
弔
慰
金
の
精
求
期
限

は
三
月
末
ま
で
と
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
四
月
三
十
日
ま
で
に
延

期
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
も
し、

ま
だ
請
求
の
手
続
き
を
し
て
い
な

い
人
は
急
い
で
福
祉
事
務
所
へ
お

た
ず
ね
の
う
え
請
求
し
て
く
だ
さ

い。

(
福
祉
事
務
所
)

移

民

の

募

集

ム
移
住
国

ブ
ラ
ジ
ル

ぬれた骨

立 てかける時なども柄を下にして逆に

は乾布でよ くふいておくと と。
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間
和
三
十
四
年
度
の
犬
の
登
録

と
春
季
(
第

一
回
)
狂
犬
病
予
防

注
射
を
つ
ぎ
の
日
程
で
実
施
レ
ま

す
の
で
、
飼
育
者
は
洩
れ
な
く
登

録
と
予
防
注
射
を
う
げ
き
せ
て
く

だ
さ
い
。

ム
料
金

登
録
料
i
三
百
円
(
毎
年
度
見

新
)

予
防
注
射
手
数
料
・
・・百
凶
十
円

合
計
四
百
四
十
円

ム
注
意

①
犬
は
必
ず
鎖
か
、
丈
夫
な
紐

で
つ
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

①
印
鑑
を
お
忘
れ
な
く
持
撃
し

て
く
だ
さ
い。

な
お
、
注
射
怒

f
後
違
反
犬

は
捕
獲
さ
れ
ま
す
。

ム
犬
の
登
録
と
注
射
H
程

月

日

実

施

場

所

・
4
月
初
け
三
浦
出
強
所

'

1

4
J
ι
ロ
1
F

4

2

E

S

，4
 

軍
瀬
出
張
所
(
一

時

t四
時
)

黒
木
小
学
校

(九
時
i
十
一
時
)
一

5
月
1
日
竹
松
出
張
所

一

4
月
M
日

福

重
h
q

一

危
険
物
取
扱
主
任
者
の
資
格
鼠

h
q

お
日
松
原
h
q

一験
と
そ
の
受
験
者
の
講
習
会
が
つ

h
q

幻
日
大
村
保
健
所

一ぎ
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

h

q

m

日

西
大
村
出
張
所

一ム
抵
験
四
月
二
十
二
日
午
前
九

5
月
4
日
(
各
地
区
で
実
施
一

時
か
ら
佐
世
保
市
消
防
本
部

も
れ
の
分
)
大
村
保
睡
所
一
申
込
み
は
四
月
二
十
日
ま
で
関

時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
一
係
書
類
と
受
験
料
二
百
円
を
訴

ま
で
(
賀
瀬
、
黒
木
を
除
く
)

一
え
て
佐
世
保
市
消
防
本
部
消
防

(保
i
衛
生
課
)
一
課
へ

l
i
l
i
-
-
I
l
l
l

一心
講
習
会

四
月
十
七
日
、
十
八

農

村

建

設

青

県

で
は
農
一
日
の
一

百

間
午
削
九
時
か
ら
、

年

隊

員

募

集

村

建
設
宵

一

場
所
は
鼠
験
場
桝
に
同
じ
。
申
一
当
期
同
経
過
し
て
も
お
手
も
と
に

年
障
問
中
〈
一

込
み
は
凶
月
十
一ハ
H
ま
で
試
験
一
届
か
な
い
場
合
、
ま
た
は
誤
り
の

隊
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
霊
平
一

申
込
場
所
に
同
じ
。

一
あ
る
と
き
は
、
保
腕
衛
生
課
ふ
た

者
は
四
月
十
五
日
ま
で
農
林
部
へ

一
ム
く
わ
し
い
乙
と
は
佐
世
保
市
消
一
は
出
張
所
へ
そ
の
旨
申
出
て
く
だ

申
出
て
く
だ
さ
い
。

一

防
本
部
消
防
掛
ま
た
は
大
利
市

一さ
ト
。

〈
仏
資
桔
十
八
才
以
上
二
十
五
J
一

消
防
ふ
部
ヘ。

(
消
防
本
部
)

一@
附
和
三
十
四
年
度
か
ら
開
険
料

e 

22 
日

危
険
物
取
扱
主
任
者

の
試
験
と
講
習
会

(一)

ぐ風通しのよい所にひ ろげ、

(
大
村
柔
道
協
会
)

国

民

健

康

保

険
異
議
の
あ
る
と
き
は
初
日
以
内
に

国
民
健
康
保
険

ヘ

一
税
の
昭
和
三
十
四

一

口

一
年
度
凶
月
、

五
月

U
A
出

…
六
月
の
三
カ
月
分

一
初
J

一
の
徴
税
令
書
お
よ

一

-
{

e
び
納
付
曹
を
四
月

…
ま

十
五
日
付
で
町
筋

…
末

連
絡
委
員
室

じ

一
司

3

て
送
付
し
ま
す
の

主

で
受
取
っ
て
く
だ

df
さ
い
に

も
し
、
相

税
の
令
書
を
送
付

O
マ
ッ
ト
グ
ロ
ツ
ソ
州
パ
ル
ぜ

ア
、
ア
レ
グ
レ
自
営
開
拓
農

五
十
一
世
帯
、
毎
月
十
五
日

締
切
、
五
月
二
日
以
降
送
出

O
サ
ン
パ
ワ
ロ
州
農
拍
協
扱
腫

用
移
住
者
、
四
百
四
十
七
世

帯
、
常
時
募
集
、
五
月
二
日

以
陣
送
出

O
レ
シ
ー
ブ
エ
近
郊
分
話
農
腫

用
移
住
者
、

十
七
位
帯
、
毎

月
二
十
五
日
締
切
、
五
月
ま

で
受
付、

五
月
以
降
送
出

O
ジ
ユ
セ
リ
ノ
、
ク
ピ
チ
エ
ツ

ク
お
よ
び
サ
ン
ジ
エ
ロ

ニ
モ

植
民
地
移
住
者
、
ク
ピ
チ
ェ

ッ
ク
十
三
世
帯
、

サ
ン
ジ
エ

ロ
ニ
キ
十
世
帯
、

毎
月
二
十

五
け
締
切
、
五
月
ま
で
受
付

五
月
以
降
送
出
し

O
サ
ン
パ
ウ
ロ
、
パ
ラ
ナ
州
コ

ー
ヒ
1
園
移
任
者
、
常
時
募

集
O
刀
行
青
年、

二
十
名
、
常
時

募
集

く
わ
し
い
乙
と
は
農
株
課
へ

(
農
株
課
}

は
改
正
さ
れ
保
隙
税
と
な
っ
て

O
滞
納
す
れ
ば
督
促
を
行
い
、
督

賦
謀
A
」れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

一

促
納
期
限
以
降
は
延
滞
加
算
金

た
が、

内
容
に
コ
い
て
は
従
来

一

が
徴
収
さ
れ
、
ま
た
は
差
押
え

の
保
険
料
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す。

一

の
処
刀
を
う
げ
る
と
と
が
あ
り

(
詳
細
は
近
く
特
集
号
を
発
行

一

ま
す
。

し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
参
照
し

一

4
6
P
貸

一。
乙
の
賦
課
-L
つ
い
て
異
議
の
あ

て
く
だ
さ
い
)

一

-

一
る
人
は
、
令
書
を
受
取
っ
て
か
一

O
告
知
レ
た
保
隣
税
額
は
、
昭
和

一

ら
三
十
H
以
内
に
申
立
て
を
し
一

三
十
三
年
度
一
昨
険
料
に
よ
り
仮

一

て

く

だ

さ

い

。

一

決
定
し
て
賦
碑
し
、
七
月
分
以

一

一

。
保
院
税
を
取
ま
と
め
て
納
付
し
一

陣
で
本
決
定
し
調
整
ヲ
る
乙
と

-

一

に
し
て
い
ま
す
。

一

ま
す
と
、
報
償
金
が
交
付
さ
れ
一
住
宅
金
融
公
庫
で
は
昭
和
三
十
四

O
納
期
は
毎
月
末
で
す
か
ら
、
市

一

ま
す
の
で
、
納
税
組
合
そ
作
っ
一
年
度
住
宅
建
設
資
金
の
融
資
申
込

金
庫
、
ま
た
は

出

禁

窓

主

て

納

め

て

く

だ

さ

い

。

一

を
受
付
け
ま
す。

持
参
レ
て
納
め
て
く
だ
さ
、
。
一

一
ム
申
込
一
般
倒
人
住
宅
・
:
四
月

一

(
保
険
衛
呈
課
)
一

O
納
期
脅
過
ぎ
ま
す
と
延
附
企
公

一

.

七
日

l
二
十
日
、
個
人
住
宅
の

徴
収
し
ま
す
。

一

増
築
:
・
四
月
二
十
七
日

1
六
月

新
、
改
築
資
金
を
融
資

4
月

r日
か
ら
住
宅
金
融
公
庫
で

三
十
日

ム
取
扱
所
十
八
銀
行
大
村
文
広

く
わ
し
い
こ
と
は
問
活
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

(
十
八
銀
行
大
村
支
活
)

会
、
盟
選
挙

1

一
票
の
自
覚
に
み
の
る
よ
い
選
挙

四
月
二
十
三
日
は
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

う だ…
宍戸左行

-・こど も は り こ
(公明選翠推進運動連盟提供)

。
国
際
蝉
球
観

一

0
・:
乙
れ
は
県
下
の
あ
る
婦
人

測
年
を
記
念
し
て

一学
級

ω在
り
方
で
あ
る
が
、
月一

人
工
衛
星
。
が
飛

一回
の
定
例
会
に
約
五
十
名
の
会
員

び
出
し
、

さ
り
に
一が
出
席
す
る
。
と
の
会
の
特
畏
は

ま
た
h
q

月
ロ
ケ
フ
一
。
講
師
が
い
な
い
。
と
い
う
乙
と

ト
h
q

が
発
射
さ
れ

一
で
あ
る
。

い
い
か
え
る
と
。
会
員

乙
の
と
と
ろ
、
山

一が
講
師
。
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
・

界
の
人
た
ち
は
h
q

無
版
。
と
い
わ

一な
る
。
毎
年
四
月
に
総
会
合
開
き

一

れ
る
宇
宙
・
へ
焦
点
を
向
け
て
い
る

一年
度
行
事
計
画
と
予
算
を
樹
て
る

一

0
・
:
科
学
は
日
日
新
レ
さ
と
悠

一そ
の
際
、
毎
月
ク
ク
で

一
人
ず
つ
一

畏
さ
を
吹
き
飛
ば
レ
、
音
速
を
突

一あ
る
い
は
一子

四
人
制
じ
レ
て
講
一

破
ず
る
ス
ピ
ー
ド
で
研
究
さ
れ
て

一師
が
選
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
講
師
一

い
る
。

一と
い
う
よ
り
研
究
生
で
あ
り
毎
月
一

0
・:
高
度
の
創
造
力
と
た
ゆ
ま
一聞
か
れ
る
会
吐
研
究
発
表
会
と
い一

ざ
る
研
究
心
の
成
果
で
あ
る
こ
と

一う
形
式
に
な
る
。
と
う
な
る
と
当

一

は
い
う
ま
で
も
な
い
。

こ
う
い

っ
一番
に
当
っ
た
講
師
0
・
は
発
表
会
ま

一

た
形
で
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
径
一
で
に
是
が
非
で
も
課
題
に
取
組
ま

一

も
っ
と
よ
り
よ
い
o
グ
ル
ー
プ
の
一ね
ば
な
ら
な
く
な
る
わ
け
で
会
員
一

啓

υ。
を
基
本
に
し
て
改
め
る
べ

一に
発
表
を
す
る
聞
に
自
分
が
マ
ス

一

き
も
の
は
な
い
だ
ろ
う
か
:
:
:
。

一タ
!
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
一

0
・:
身
近
か
な
問
題
か
ら
考
え
一る
、
と
い
っ
た
形
に
な
る
ω

一

て
み
る
と
グ
ル
ー
プ
活
動
か
ら
・:
一乙
勿
よ
う
な
自
主
的
な
考
え
方
が一

と
い
う
乙
と
に
な
り
そ
う
だ
。

一会
の
水
準
を
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
一

従
来
の
在
り
方
へ
各
個
人
)
か
ら
一ち
に
高
め
て
い
る
乙
と
に
あ
り
、一

戦
後

グ
ル

ー
プ
活
動
が
活
発
に

一
一
商
、
落
伍
者
を
な
く
す

一
策
と
一

な
り
h
q

み
ん
な
で
考
え
、
実
行
す

J

一も
な
り
、
。
け
で
は
会
員
に
優
劣
一

る
h
q

建
設
的
な
行
き
方
に
変
っ
た
一帯
決
め
な
い
情
伸
的
な
落
付
き
を

一

各
グ
ル
ー
プ
の
特
殊
性
を
活
か
レ

一持
た
せ
る
こ
竺
に
な

る

。

一

た
実
績
は
小
中
高
生
か
ら
帰
人
、

一

0
・:
自
主
佳
を
な
く
し
創
造
住

一

青
年
、
老
年
ま
で
年
令
、
職
菜
を

一を
な
く
し
た
、
つ
ま
り
マ
ン
ネ
リ
一

問
わ
ず
発
表
力
、
研
究
過
程
、

進

一
式
ム
に
陥
っ
た
会
の
在
り
方
は
目

一

行
な
ど
形
成
的
会
の
在
り
万
は
満

一的
を
失
グ
る
ば
か
り
か、

組
織
を

一

点
で
あ
る
。
と

一
指
導
者
の
方
は

一崩
暖
す
る
も
と
と
も
な
り
が
ち
で一

語
っ
て
い
る
。
そ
う
い
え
ば
、
な
一あ
る
。

一

る
ほ
ど
自
分
た
ち
の
も
の
に
。
消

一

O
:
ど
の
守
で
も
、
ど
の
情
織

一

化
さ
れ
て
い
る
。
と
い
っ
た
真
剣

一で
も
考
え
ら
れ、

現
在
行
わ
九
て

な
態
度
は
各
檀
の
会
甘
で
も
常

一お
り
、
な
に
ら
耳
新
し
い
と
と
で

さ
れ
る
。
が
半
面
ま
だ
ま
だ
関
倣

一は
な
い
よ
う
だ
が
耳
新
レ
円
も
の

と
い
う
か
、
依
一仔
と
い
う
か
、

会
一で
な
い
だ
け
に
お
ざ
な
り
に
ほ
る

の
幹
部
な
り
に
よ
っ
て
喪
而
か
ら
一傾
向
に
な
り
が
ち
。
新
し
い
役
員

見
れ
ば
尻
を
ひ
っ
ぱ
た
か
れ
て
い
一で
じ

っ
く
リ
ス
タ
ー
ト
を
切
る
の

る
き
ら
い
が
な
い
で
も
な
い。

一が
こ
の
四
月
で
も
あ
る
よ
う
だ
。

派

米

農

村

岡

際

践

友
会一

ム
派
米
先
は
米
凶

・
カ
リ
ホ
ル
ニ

一

ア
州

・
オ
レ
ン
ジ
地
区
(
期
間

青

年

募

集

で
ほ
陥
利
三
一一

は
三
カ
年
)
波
米
時
期
は
九
月

十
四
年
度
派
米
農
菜
労
務
什
を
募
一

一

i
十
一
月
の
予
定

借問し
て
い
ま
す
a

一

ー

一ム
希
望
者
は
四
月
二
十
H
ま
で
践

公
民
佑

二
卜
二
才
か

づ三
十

一

-

一

林
課
ヘ
申
出
て
く
だ
さ
いわ

才
ま
で
の
労
デ
で
な
る
べ
く
二
一

:

(
農
林
烈
)

三
掲

母

子

福

祉

資

市
で
は
三
一

っ
て
い
ま
ず
か
ら
詳
し
く
は
福
祉

十
四
年
度

一翼

所

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

金

の

貸

付

第
一

次
母

一

(

福

祉

事

務

所

)

一
子
福
祉
資
金
を
つ
ぎ

ωと
お
り、

一

1

1
1
1
1
11

一貸
付
申
請
を
受
付
け
て
い
ま
す
の
一

柔

道

昇

段

審

査

八
月
十
五
日
か
ら
同

一

一

月
三
十
一
日
ま
で

一
で、

母
子
世
帯
で
希
望
者
は
三
十

一ム
日
時
、
場
所

四
月
十
九
日
午

の
で
ご
受
領
く
だ
さ
い
。
も
し
四

一
日
ま
で
福
祉
事
務
所
あ
て
申
込
ん

一

前
九
時
三
十
分
大
村
高
校
道

月
十
五
日
制
で
主
主
と
へ
到

一

前

納

分

に

は

報

償

金

十
こ
月
十
五
日
か
ら
一
で
く
だ
さ
い。

一

一場

き

な

い

場
合
は
、
税
務
課
ま
た
一

O
納

期

前

に

そ

の

税

金

そ

前

納

す

同

月

二

十
八
日
ま
で

一

種
類
は
実
度
資
金
①
技
能
習

一
ム
審
査
段
一
一一段
以
下

は
出
張
所
へ
申
出
て
く
だ
さ
い
。
一

れ
ば
襲
撃
交
付
し
ま
す。

(
税
務
課
)

一得
資
金

2活
資
金

ω修
学
資
金

一ム
申
込
大
村
ス
ポ
ー
ツ
社
、
西

a
i

s

-

'

z

z

z

一⑤
修
業
資
金
に
分
れ
て
い
ま
す
。

一

日
本
ス
ポ
ー
ツ
社
へ

(当
日
で

ま
で
の
高
校
卒
の
も
の

一

ま
た
各
種
類
に
よ
っ
て
最
喜

一

も
よ
い
)

一付
限
度
や
返
還
期
間
な
ど
が
ち
が

A
二
カ
月
間
基
本
訓
練
を
受
げ
庁

-

あ
と
、
四
カ
月
の
実
地
訓
練
を

受
げ
る
。

(
農
林
課
)

み
ん
な
も
れ
な
く
投
票
し
ま
し
ょ
う
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大(毎月 1日.10B.20日発行)

あ
な
た
の
清
き

票
が
明
日
か
ら
の
生
活
を
左
右
す
る

}叫り

誰

で

も

楽

に

納

税

納税貯蓄組合

を作りましょう

no 
ρ
0
 

万

円

の

報

償

金

も

交

付

地区名 地区別調定額 納納税付組額合 調る定納に付対率す 報償 金 納納税組税合制外 |l調る定納に付対率す 納金納付税ヰ者{ 

一一一 浦 2，180，015 1，083，909 49.7 拓也，517 756，400 34.7 % 84.4 % 

鈴 田 2，930，350 1，734，864 59.2 52，049 929，280 31. 7 90 9 

大 ドI 16，753，863 3，529，880 21.0 105，896 9，847，686 58.8 79.8 

西大 村 11，613，794 3，930，451 33.8 117，913 5，648，328 48.6 82..t 

竹 松 7，119.887 3，789，299 53.2 113，6i8 2，176，797 30.5 83.7 

萱瀬 3，066 348 2，152，120 70.1 64，563 538，907 17.6 87.7 

福 重 4，525，361 3，605.:¥81 79.6 108，161 658，256 14.6 94.2 

松原 3，500，232 2，473，158 70.6 74，194 703，652 20.6 90.7 

51，689，853 22，299，062 43.1 668，971 I 21，259，306 41.1 84.2 

材
料
と
分
霊

会
一人
分
)

一①
ソ
ー
セ
ー
ジ
は
せ
ん
切
り
に

…

人
参
三
O
瓦
、
も
や
し
六
O
一
ず
る
。

瓦
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
三
O
瓦
、
一①
ソ
1
ス

(酢
六
、
し
よ
う
ゆ

一

春
雨

一
五
瓦
、
酢
、
砂
糖
、
一
二
O
、
塩
一
一
、
砂
糖
一
O
、

…

わ
き
辛
子
、
油

一
油
一
ニ
、
と
き
辛
子
少
々
の
割

…

る

奈

川

i
l
i
i
l
i
t
i-
-

。

古

う

白
川

:

t

 

t
u

・
!
山
中

華

風

サ

ラ

ダ

川

軽

.

寸

山

手

お

川

i
s-
-
l
i
t
i
-
-』

作
リ
方

一

合
)
で
和
え
る
。

①
人
容
、
き
や
べ
つ
は
せ
ん
切

一議

養

価

概

算

(

一
人
分
)

-

り
、
も
や
し
と
一
緒
に
さ
つ
一
熱
量
五
三
カ
ロ
リ
ー
、
タ
ン

一

と
熱
湯
を
か
け
る
.

一

白
質
コ了

二
瓦

⑨
春
雨
も
熱
湯
に
つ
げ
で
も
一

ど

す

。

一

農

事

メ

モ

儀
改
善
の
実
情
に
つ
い
て
。
川
棚
一貴
重
な
資
料
に
基
い
て
発
表
が
あ

町
喜
々
津
健
掃
さ
ん
。
家
庭
電
化
一り、

懇
談
の
の
ち
意
義
あ
る
会
を

県
新
生
活
惟
進
連
盟
本
部
、
県

一の
光
熱
費
に
つ
い
て
。
大
村
市
渡
一閉
じ
ま
し
た
。

一

一

一

こ

、

区

口

、

審

委
員
会
、
大
村
市
、岡
市
教
育

一辺
チ
ヨ
子
さ
ん
ほ
か
八
名
の
詳
し

一

(
市
議
さ
ん
室
)

三

議
郷
九
七
二

諸

告

白

主

主

主

計

の

快

足

立

宣

言

の

も

と

に

一

ニ
月
二
十
一い
体
験
に
基
い
た
質
草
な
実
要
一

敬

配

川

岡

町

一

戸

ト

ミ
子

に
納
め
る
た
め
に
納
税
貯
蓄
一
誌
に
噌
の
納
入
率
に
な
っ

ink-く
よ

う

に

す

す

め

討

対

話

目

立

川

一

軒

以

疑

問

町

一

(一一
月

中

敬

語

)

一
唯

一

比

一
才
大
円

高ト一
一

け
で
す
。

一る
と
、
納
期
主

れ
て
、
督
促
状
一
で
何
世
帯
で
も
よ
い
)
で
つ
く
っ

与

え

ま

し

た

。

一会
々
長
ほ
客
員
一
一
十
九
名
が
第

一件

計

兼

1
一
冊
諏
訪

一
A
水
田
郵
政
官

舎

坂

長

八

昭
和
三
十
三
年
度
中
に
納
税
組
一
を
も
ら
っ
て
、
い
や
な
思
い
を
し
一て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
す
す
め
し

;
Ji
t
i
t
i
--z
一
っ
て
郷
土
史
並
び
に
キ
リ
シ
タ
ン

一

一

母

ム

メ

八

三

才

お

合
の
皆
さ
ん
が
納
付
さ
れ
た
税
金
一

号

、

還

を

し

て

納

税

す

る

と

一

ま

す

。

定

植

前
七

l
十
日
に
根
廻
し
主
月
中
旬
か
ら
順
次
播
種
す
る
。
一
史
に
つ
い
て
雲
口
い
ま
し
た・

一ム
金

一、

0
0
0円
講

談
室

A
古
町
五
区
五
六
六
号
古
賀
常

は
一
一
千
一一
百
一
一
十
九
万
九
千
円

T
一
と
な
ど
が
な
く
な
り
ま
す
。

一

加

入

の

と

き

は

最

寄

り

の

組

合

ぃ

、

植

え

傷

み

の

な

い

よ

う

に

す

一
早
生
里
芋

石
川
系
の
早
量
一
席
上
、
西
村
大
村
信
用
金
庫
専

一

時

外

九
冊

桜

馬

場

田

一

吉

要

フ

サ

四

八

才

却

市
税
普
通
徴
収
調
定
額
の
四
一
一
一
%

一
そ
れ
で
市
で
は
納
税
者
の
皆
さ
一
長
さ
ん
に
、
新
設
の
場
合
は
税
務
一馬

鈴

薯

発
芽
揃
い
に
な
れ
ば一

る。

苗
床
で
擢
病
し
て
い
る

2
芋
は
、
な
る
べ
く
麦
聞
に
植
付
け

一務
か
ら
市
内
に
お
け
る
銀
行
の
変

一

(

福
祉
事
務
所
)
一
A
原
郷
二
九
二

山
口
キ
サ

母

に
当
っ
て
い
ま
す。

と
れ

は
二
十
一
ん
が
一
人
で
も
多
く
、
容
易
に
宗
一課
、
出
張
所
に
申
出
て
い
た
だ
け
一
軽
く
中
耕
除
草
し
、
元
肥
に
不
足
一
が
少
な
く
な
い
の
で
、
薬
剤
重
一る
、
櫨
芽
し
た
も
の
は
、
嬬
害
、
一せ
ん
(
明
治
、
大
正
、
昭
和
)
に

一

一

モ

ト

七
六

才

お

七
年
結
成
さ
れ
た
当
時
は
調
7
額
一
納
し
て
、
楽
し
い
生
活
が
で
き
る
正
届
出
用

紙
を
差
上
げ
、
く
わ
し
一
し
た
肥
料
は
早
く
施
し
、
初
期
の
一
布
し
て
か
ら
定
植
す
る
。

一言
に
注
意
す
る
・

一つ
い
て
説
掛
か
あ
り
、
引
続
い
て
一

共

同

募

金

市
内
古
町
一

ム
久
原
郷
四
八
七
田
中
毒

一
い
と
と
も
説
明
い
た
し
ま
す

o

E事
促
進
す
る。

士
寄
せ
は
生
一
葉
豆
蔓
性
の
も
の
は
畦
巾
九
C
一
し
よ

う

が

四

月
中

下

旬

が

纏

一

同

会

長

か

れ

た

原

長

崎

議

論

一

福

田

雪

一

、

一

本

人

印

才

昭

u
j
n

一

お
互
い
税
金
の
納
付
が
苦
に
な
一
育
に
し
た
が
っ
て
軽
く
行
う
。
一
印
、
株
間
一
一
一
0

2

、
直
な
し
一
付
の
遇
制
で
あ
る
@
麦
聞
に
植
付

一
説
重
か
ら
、
キ
リ
シ
タ
ン
大
名

一

へ

寄

付

異

議

村

、

一

A
フ

郷
九
三

浜
崎
福
次
郎

一
ら
な
い
よ
う
に
、

ど
協
力
を
お
願
一
早
熟
果
菜
類
胡
瓜
、
南
瓜
、

一
は
四
五
巴
二
五
川
距
離
に
三

け
る
も
の
が
多
い
が
、
重
き
し

一
と
し
て
有
名
だ
っ
た
十
八
代
藩
ギニ
申
島
武
二
郎
、
伊
藤
チ
ヨ
ノ
の
四
一
本
人

ω才
初

い
い
た
し
ま
す
。

(
税
務
課
)
一
ト
マ
ト
な
ど

の

館

建

露

呈

1
一一一
粒
点
播
ず
る
。
一
て
麦
刈
取
後
に
堆
肥
金
肥
を
順
次

一大
村
純
忠
の
時
代
に
ロ
ー
マ

5
一民
は
こ
の
ほ
ど
室
百
円
を
共
同
一
&
久
原
鮒
四
一
O
林
常
雄

一る
が
、
晩
霜
の
被
害
が
あ
る
の
で

一
ミ

ノ

早
生
大
根

夏
出
用
と
一
施
用
す
る
。

一年
使
節
と
し
て
送
っ
た
伊
東
万
千
一募
金
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
一

養
父
岩
吉

ω才
沼

一危
険
の
な
い
時
期
に
行
う
。
苗
は
一
し
て
志
村
ミ
ノ
、
矢
切
ミ
ノ
を
四
一
(
農
業
改
良
普
及
所
)
一
代
、
原
マ
ル
チ
ノ
ほ
か
ニ
使
節
の
一
(
福
祉
事
務
所
)
一

企
武
部
郷
八
九
四
富
永
末
太
郎

x

の

6

，

5

一ム
黒
木
郷

一
八
一
上
谷
辰
美
一
長
男
英
昭

日

州

M

4

礼

一

二
女

美

代

子

日

一

ム

陰

平

郷

一
三

七
川
原
末
男

ま

よ

2

丈

方

一

ム

池

田
十

一
区
七
四
九
号
岩
松
一
長
男
金
男
H

つ

に

×

竹

総

せ

一

一

(

同

日

文

訂

方

制

合

)

一

政
昭

長

女

則

子

日

一

A
京
本
町
三
四
三
松
一
塁
間
祐

れ

hJ

h

陥

湖

れ

同

吋

同

一

A
水
田
二
区
二
七
号
渡
部
利
一

畏
女

直

美

U

厚

和

白

刈

，

W

仰

向

三

ゆ

灯

一

川

明

長
女
晴
美

M

一
ム
五
ノ
郷
一
三
O
山
口
春
夫

十

三
/

5

…
い

f

は

鞍

I

一

一

さ

岨

0.

何

一
ベ
一
巾

合

判

(

一

ム

武

部

郷

二
七
一
犬
石
弘
範
一

二
女

葵

智

子

ロ

長

(

“

は

大

場

大

一

長

男

伸

行

国

一の
東
本
町
二
八
四
塩
田
唯
市

の

ロ

ド

却

は

は

一

一

位

十

川

町

図

物

図

一

ム

並

mm
住
宅
六
号
浜
橋
新
吾
一

二
女

美

智

子

M

単

3

6

第

三

巾

四

!

一

一

〔

び

日

(

第

大

第

一

長

男

達

哉

幻

一

ム

久

原

郷

四

七

五

淵

上

輝

輯

j
j
t
i
i
i
i
i
一ム
一一
プ
郷

一
O
四
米
次
忠
雄
一

一ニ男

国

弘

ぬ

国
書
留
密
書
蔵
量
書
留
露
寝
間
自

一

長
男

広

己

ロ

一
ム
一
一
プ
郷
九
八
五
井
上
善
次

強

調

編

澗

繍

習

場

開

謹

一
ム
一
プ
郷
六
八
山
田
鶴
太
郎
一

三
男

秀

喜

H

麟
繍
翻
鰯
髄
調
閣
醐
棚
機
倒
閣
醐一

長

男

議

修

日

一

ム

久

原

郷

九

八

杉

山

一

郎

一
八
い
森
園
郷
九
九
三

宋
岡
一
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台
で
一
車
輸
の
方
が
効
果
的
で
す
。

と
れ
を
被
害
場
所
別
に
調
べ
ま
す
」

ω自
転
車
置
場
の
な
い
遊
技
場
等

弁

し

一

の

前
に
は
、
自
転
車
を
置
か
な

商
活
前
路
上
料
飲
居
前
路
上
一
い
と
と
。

競
艇
場
入
口
附
近
遊
技
場
前
一
例
ポ
l
ト
場
で
は
必
ず
自
転
車
預

パ
ス
停
留
所
前
映
画
館
前
一
所
に
預
け
る
乙
と。

な
ど
が
多
く
そ
の
原
因
は

一
ω泥
除
な
ど
に
使
用
者
の
住
所
、

錠
が
な
い
も
の
五
O
%
一
氏
名
、
屋
号
な
ど
を
記
載
す
る

鍵
を
か
け
忘
れ
た
も
の
四
六
%
一
と
と
。

で
使
用
者
の
不
注
意
に
よ
る
も
の
一
川
遊
按
場
、
映
画
館
な
ど
で
は
管

で
す
か
ら
、
つ
ぎ
の
と
と
に
注
意

一
理
者
を
定
め
る
と
と。
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